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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】環境調和社会，知識基盤社会を多様に支える工学分野 無機材料化学を中心とした高度な専門知識をもち，無機材料の
の高度な専門知識と実践的技術力 構造と性質について理解し活用できるようになる．

⇔

(2)授業の概要 この授業では，学部の無機材料系の講義の内容を背景にしつつ，無機材料化学における構造制御の意義
についてさらに理解を深めるとともに，１回目の講義で設定するテーマに関する英文のテキストを使用
し，その合成・キャラクタリゼーション・応用等について理解し説明できるようになることを目指しま
す．

(3)授業計画 第１回：イントロダクション
第２回：多孔質金属，発泡金属（構造と作製方法など）
第３回：多孔質金属，発泡金属（性質と利用など）
第４回：エアロゲル（構造と作製方法など）
第５回：エアロゲル（性質と利用など）
第６回：ゼオライト（構造と作製方法など）
第７回：ゼオライト（性質と利用など）
第８回：メソポーラス材料（構造と作製方法など）
第９回：メソポーラス材料（性質と利用など）
第１０回：学生による課題文献調査・レポート１
第１１回：学生による課題文献調査・レポート２
第１２回：学生による課題文献調査・レポート３
第１３回：学生による課題文献調査・レポート４
第１４回：学生による課題文献調査・レポート５
第１５回：学生による課題文献調査・レポート６

第２回から第９回は，英文テキスト（１回目の講義で配布の予定）をもとに多孔体の合成やキャラクタ
リゼーション等について学生各自による解説を交えながら講述を進めます．
また，授業で扱うテーマに関係する文献の精読と，レポートの作成を課します．レポートの提出は単位
認定のための必須条件です．レポートの提出期限は授業期間内としますが，詳細は授業の中で説明しま
す．

(4)成績評価の方
法

レポート（６０点）と受講態度（４０点）の合計１００点で成績評価します．受講態度には，講義中の
質問に対する受け答え等を含めます．100～90点を秀，89～80点を優，79～70点を良，69～60点を可とし
，60点未満は不可とします．

(5)成績評価の基
準

基本的な専門用語や概念を理解し，課題テーマとなる無機材料の構造と性質について説明できているか
どうかを合格の基準として評価します．

(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような課
題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握
できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，それらが高いレベルにあれば「卓越し
ている」。(i) から (v)の5項目を満たしていれば「かなり上にある」。4項目までできていれば「やや
上にある」。3項目までできていれば「合格水準にある」。

(6)事前事後学習
の内容

テキストの内容の予習が必要です．
レポート作成にあたり，配布資料の精読と関連事項の調査が必要です．

(7)履修上の注意 学部で学んだ基本的な無機化学（無機化学１・２）や物理化学（物理化学１・２）等の知識があれば履
修可能です．

(8)質問,相談への
対応

授業後に直接，あるいはメールにて随時受け付けます．

(9)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


